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新年明けましておめでとうございます。
皆様にはよいお年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
昨年は、多くの小学校から森林教室にご参加いただきました。子供たちは、高尾山の木や草花などの香りを
感じ取り、丸太切りなどの体験を通じて森林・林業への理解を深めていただけたと思います。今年も当セン
ター職員一同、ボランティア団体など多くの皆様のご協力を得ながら、安全で楽しく学べる森林教室をはじ
め、各種イベントやクラフト体験などを実施してまいります。
本年もよろしくお願いいたします。

令和５年元旦 高尾森林ふれあい推進センター所長 久保 武典

小さい顔に丸い目と立った耳。体長は50cm程で、

褐色の毛で被われるが、積雪地帯では冬は白くなる。

平野から亜高山の草原や森林などに棲み、夜行性で

昼間は藪や木の根元で休み、夜はねぐらを中心に活

動する。天敵は、キツネやイタチ類、猛禽類などで、

防衛手段として、感度のよい長い耳で敵の存在を

キャッチし、長い足と強い筋力により瞬足で逃げる

ことができる。

食性は、植物食で、草や木の葉や若枝などを食べ

る。概ね一年中繁殖を行い、乱婚制で、年3～5回、

1～4頭を産み、新生子は8～10ヶ月で繁殖できる

ようになる。ノウサギは、肉食動物にとって重要な

餌だが、この効率のよい繁殖で、ある程度捕食され

ても、しっかり命をつないでいる。

(森林インストラクター 藤原 裕二)

高尾山頂より富士山を望む
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１１月２５日(金)、八王子市立秋葉台小学校５年生

98名が、わくわくビレッジ（八王子市にある宿泊施

設）の体育館を借りて森林学習と丸太切り体験を行い

ました。

いろいろなプログラムを予定しているようで、森林

教室自体の実施はおよそ２時間しかありません。しか

し、渋滞のため予定より１時間遅れて施設に到着した

児童たちは、長い移動時間ですでに疲れきっている様

子でした。

それでも頑張って森林学習を意欲的に取り組みまし

た。今回は時間がないので地球温暖化関連の動画は無

しで駆け足の学習になりましたが、知らないことも多

かったようで感心していました。

丸太切り体験では1人一枚で時間切れとなりました。

大変悔しがっていましたが、お土産の輪切りが手に

入って喜んでいました。（岩）

１１月１７日（木）、私立相模女子大学小学部の４
年生７８名が森林教室に訪れました。
午前中は６班に分かれての森林散策です。高尾山の

森林、樹木、草本、林業などについて、実際に見たり
触れたりしながら職員の解説を聞きます。晩秋の時期
で花はほとんど見られないのですが、真っ白な花弁と
たくさんの黄色い雄しべが美しいチャノキの花が咲い
ていました。実もたくさん付いていて、割ってみると
中に丸い種が３個、三角形に並んでいます。「これを
見て何か思い出さない？」との問いかけに、しばし考
えてから「そうか、お茶畑の地図記号だ！そうだった
のか」と感嘆の声。他にもたくさんの驚きや気づきが
あり、最後は全員から「楽しかった！」との声をもら
いました。
青空の下でのお昼ご飯の後は、管理棟の中での森林

学習と丸太切り体験です。丸太を切るのは初めての児
童が多いので最初は随分とぎこちなかったのですが、
二枚目になるとだいぶコツをつかんできた様子。それ
でもなかなか切り進むことができない児童もいて、当
日OJTで参加していた東京神奈川森林管理署の若手職
員から丁寧な手ほどきを受けていました。
閉校式では「高尾山にはいろいろな特徴を持つ植物

があることがわかって良かった」「丸太切りは難し
かったけれどとても楽しかった」などの感想が聞かれ
ました。これからも機会を作って自然の中に遊びに来
てくださいね！（枝）
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１１月２９日（火）、中野区立本郷小学校５年生

５０名を高尾山日影沢園地に向かえて森林教室を行い

ました。当日は、時折雨がぱらつき何時本降りになる

か心配されるような中での開催となりました。

午前中は、６班に分かれて森林観察を実施しました。

当日はそれほど肌寒くなく林内では雨も気にならない

ほどで、途中の小川で沢ガニを見つけると子供たちか

ら歓声が上がっていました。その後も人工林や天然林

の違い、針葉樹や広葉樹の林相の違いなどの説明に聞

き入り、ジャノヒゲの実のスーパーボールに熱中して

いました。

午後は、森林学習と丸太切りを２グループに分かれ

て交互に実施しました。森林学習は、管理棟の中で森

林の役割や林業についてのお話し、丸太切りは、キャ

ンプ場の広場でスタッフの指導を受けながら皆楽しそ

うに切っていました。心配された天気も本降りになる

こと無くなんとか持ちこたえ、慌ただしい中でも楽し

い森林教室となりました。（瀬）

１１月２６日（土）に公募イベント「つるかご編

み」を開催しました。毎年開催する公募イベントの中

でもトップクラスの人気を誇るイベントですが、今年

も抽選で選ばれた参加者が笑顔で当センターを訪れま

した。

林業関係者にとって「つる」は特に厄介者ですが、

「つるかご」を編む上では貴重な材料となります。今

回参加された方の中には、つるかご編みのノウハウの

ある方、初めての方の両方が参加されていましたが、

経験者は素早く上手に作成し、未経験者に丁寧に教え

ている姿が印象的でした。

閉会式に先立ち「鑑賞会」を実施しましたが、どの

作品を取っても個性豊かなオーラを放つ「つるかご」

に、一同暫し釘付けとなって無事に閉会となりました。

（磯）
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１２月３日（土）に公募イベント「リース作り」を

開催しました。今年度は自粛緩和の影響で森林教室の

申し込みが秋冬に殺到したため、急遽１２月の実施と

なりました。おそらく高尾山の紅葉狩りの最終週とも

相まって、早朝から高尾山口の駅前はさながら青山通

りのような賑わいを見せていました。

今回は親子参加型のイベントとして企画したので約

半数の参加者が親子連れとなりました。先週実施され

た公募イベント「つるかご編み」の「つる」を利用し

て作った輪を「ベース」に思い思いのまま、木の実等

をグルーガンでデコレーションしていくと、市販の物

とは比べものにならないオーラを発していました。今

年もクリスマスイブには参加者のお家の玄関に、温も

りタップリのリースが輝きを放つことでしょう。

（磯）

１２月１日（木）に東村山市立南台小学校５年生
６０名の森林教室を行いました。
児童代表の「待ちに待った森林教室です。感謝の気

持ちを忘れずに今日は楽しみましょう」との挨拶でス
ケジュールどおりに始まった森林教室、午前中は６班
に分かれての森林観察です。案内するスタッフの話を
聞きながら、葉っぱの匂いをかいだり、ひっつき虫を
服にいっぱい付けたりしながら観察を楽しんでいまし
た。特に、湧き水を目にすると、「これが緑のダムか。
川の始まりだ」とうなずく児童もいて、実際に見るこ
とで納得した様子でした。また、急な山道を恐がる児
童がいる一方、楽しい楽しいと言いながらはしゃぐ児
童もおり、観察終了時にはもう少し歩きたいと言い出
す児童もいました。
午後は、２班に分かれて森林学習と丸太切りを交互

に行いました。丸太切りはやや太めの丸太だったため
１枚切り落とすのに苦労していましたが、ガンバレガ
ンバレとの声援を受けながら腰を伸ばしたり手をぶら
ぶらと振ったりしながら全員が２枚を切り、大事そう
にリュックにしまっていました。
当日は、朝から今にも降り出しそうな空模様でした

が、どうにか雨にも降られず無事に終了し、児童たち
は「ありがとうございました」と手を振りながら、そ
して、最後尾につかれた校長先生は、「また、来年も
来ます」との言葉を残され、キャンプ場を後にされま
した。（谷）
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１２月６日（火）と８日（木）の２日に渡って、あき
る野市立草花小学校の５年生１１２名が森林教室に訪
れました。人数が多いため２回に分けての受入れです。
日影沢はその名のとおり、特に冬の期間はいっそう

日照時間が少なくなり非常に寒いエリアですが、みな
しっかりと防寒対策をして森林観察に出発していきま
した。前日までの雨で坂道が滑りやすくなっていまし
たが、ボランティアで参加しているFSS（フォレスト
サポートスタッフ）の手も借りながら無事通過。森林
や動植物の観察だけではなく、山の中の坂道を歩くこ
とも児童にとっては貴重な体験のようです。
途中の小沢で森の働き「緑のダム」を感じてもらっ

た後、サワガニ探しをしました。ほとんどの児童が初
体験だったようですが、見つけた小さなサワガニを
「わぁ～かわいい」と手のひらに乗せる児童、「無理、
無理」と言って触らない児童など、様々な反応があり
ました。蜂の誘引捕殺器の説明では、春に捕獲したオ
オスズメバチの女王蜂の実物標本を見せると、進んで
手に取って「よく見るとかわいい顔してる」と言う児
童も。続いて現れたザトウムシも手に乗せて「本当
だ！釜爺そっくり」と喜ぶ児童もいました。
午後の森林学習と丸太切り体験が終わり、「今日一

日、いろいろな体験ができてとても楽しかった」「ま
た来たいです」との嬉しい声を残して帰路につきまし
た。毒のある虫、かぶれる植物もあるけれど、それら
に気をつけながら、できるだけ実際に手に取って触れ
てみてもらいたいものですね！（枝）

１２月１５日（木）、品川区立戸越小学校５年生５

６名を高尾山日影沢園地に向かえて森林教室を実施し

ました。当日は、今年一番となる寒波が列島を包み、

ドラム缶の半割焚き火台で時折暖を取りながらの森林

教室となりました。

午前中は、６班に分かれての森林観察です。林内に

入ると一段と寒く感じましたが、途中の小川で夏とは

違い、それほど冷たくは感じない沢水に手を浸けなが

ら沢ガニ探しに夢中になっていました。その後も緑の

ダムとしての森林の働きの説明に真剣な眼差しで聞き

入り、越冬中のアサギマダラの幼虫の説明にはビック

リした顔つきで聞いていたのが印象的でした。

午後は、森林学習と丸太切りを２グループに分かれ

て交互に実施しました。森林学習は、管理棟の中で森

林の役割や林業についてのお話し、丸太切りは、キャ

ンプ場の広場でスタッフの指導を受けながら皆楽しそ

うに切っていました。

管理棟の中ではストーブで、屋外では半割ドラム缶

の焚き火で暖を取りながらの森林教室となりましたが、

今年最後の森林教室を無事に終えることができました。

（瀬）
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2023年、新しい年
が始まりました。
今年も高尾センター

職員一同一丸となって、
森ともっともっと触れ
合いたい、もっといろ
んなことを知りたいと
思っている方々をサ
ポートしていきます。

フクジュソウ

高尾山麓にも本格的な冬がやってきた１２月１７日

（土）に公募イベント「炭焼き・火起こし体験」を実

施しました。当日は雨が心配される曇天となりました。

午前中は事前に職員が実施した炭焼（伏せ焼き）の

窯開け作業から始まりました。今シーズン初の窯開け

作業とあって、多少の不安も入り交じる中の窯開けで

したが、無事に焼けた竹炭を取り出すことができまし

た。そして、いよいよ参加者による炭焼体験の実施で

す。竹材を窯に詰め込み土をかぶせた後、火入れを行

いました。およそ３０分程度口火を扇いで熱風を窯に

送り込みます。そして竹材に火が入ると黄褐色で密度

の濃い煙が勢いよく噴き出しました。参加者もびっく

りした様子で「おお～！」と歓声が上がりました。

午後は火起こし体験と花炭を実施しました。特に火

起こし体験では、摩擦熱のみでの着火に皆さん一様に

驚いた様子で、ほぼ全員が体験することができました。

そして無事閉会となり、お土産の竹炭と花炭を皆さん

大事そうに抱えて帰路につきました。（磯）
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